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平成３０年７月１０日

国語 ６年 細矢先生

国語「評論Ⅱ『である』ことと『する』こと」
丸山真男 著

１ 授業のポイント１

読む方法の例示（意味・キーワード・問題・構造化・小見出し）

本時に読解した第２段落

例えば、日本国憲法の第十二条を開いてみましょう。そこには「この憲法が国民に

保障する自由および権利は、国民の不断の努力によって、これを保持しなければなら

ない。」と記されてあります。この規定は基本的人権が「人類の多年にわたる自由獲

得の努力の成果」であるという憲法九十七条の宣言と対応しておりまして、自由獲得

の歴史的なプロセスを、いわば将来に向かって投射したものだといえるのですが、そ

こに先ほどの「時効」について見たものと、著しく共通する精神を読み取ることは、

それほど無理でも困難でもないでしょう。つまり、この憲法の規定を若干読み替えて

みますと、「国民は今に安住して、その権利の行使を怠っていると、ある朝目覚めて

みると、もはや主権者でなくなっているといった事態が起こるぞ。」という警告にな

っているわけなのです。これは大げさな威嚇でもなければ空疎な説教でもありません。

それこそナポレオン三世のクーデターからヒトラーの権力掌握に至るまで、最近百年

の西欧民主主義の血塗られた道程が指し示している歴史的教訓にほかならないので

す。（青字…意味 囲み字…キーワードとして生徒たちが取り上げそうな言葉 例 ）

○生徒たちが、第２段落を構造化した板書

・小見出し ・構造化 ・問題 ・キーワードと意味

第２段落
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○生徒のノート（問題） ○生徒のノート（キーワードと意味）

段落を読み取る手順

１ 教師が学習の手引き（ノートの作り方）

の提示

２ 生徒が段落ごとにノートの作成

３ 作ったノートを基にグループでの話合い

４ 代表のグループがホワイトボードへの

板書

５ クラスで段落についての話し合い



- 3 -

２ 授業のポイント２

板書を基にした話合い

○代表の班が板書した一部（意味の部分）

・話合いの司会者

・赤で板書する生徒

○クラスでの話し合いの後できあがった板書（意味の部分）

・補説する教師
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３ 授業のポイント３

新聞の資料を基に、「意見文」を書く（授業の冒頭で）

授業の導入では、新聞の

人生案内に回答を考える方

式で「意見文」の作成が取

り入れられています。心の

中に思うことは日々ありま

すが文として表現する機会

は少ないものです。

表現力が鍛えられます。


